
プレパンデミックワクチンの備蓄状況                             

Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 

アンフィ株 
約1,000万人分 

チンハイ株 
約1,000万人分 

アンフィ株 
約1,000万人 

平成２５年度 株未定  

約1,000万人分 

チンハイ株 
約1,000万人分 

ベトナム株・インドネシア株 
約1,000万人分 

Ｈ２４年度 

量（万人分） 

Ｈ１８年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 

有効期限切れ 
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・ベトナム株 Clade 1系統 
・インドネシア株 Clade2.1系統 
・チンハイ株 Clade 2.2系統 
・アンフィ株 Clade 2.3系統 

 パンデミック発生からパンデミックワクチンの開発・製造には一定の時間がかかる。Ｈ５Ｎ１でパンデミックが発生した場合、パ
ンデミックワクチンができるまでの間の対応として、医療従事者及び社会機能の維持に関わる者に対し、プレパンデミックワクチ
ンを接種することとしており、H5N1鳥インフルエンザの世界的な発生状況等を考慮し、平成１８年度から毎年約１，０００万人分
を備蓄している。 

ベトナム株・インドネシア株 

約1,000万人分 

第16回新型インフルエンザ専門家会議 

資料２ 
 



（WHO・OIEの正式な公表に基づく） 

《 アフリカ 》 
ジブチ 
人の発症者1人 
（うち死亡者0人） 
ナイジェリア 
人の発症者1人 
（うち死亡者1人） 

注） 上図の他、人への感染事例として、 
  1997年香港（H5N1 18名感染、6人死亡） 
  1999年香港（H9N2 2名感染、死亡なし） 
  2003年香港（ H5N1 2名感染、1人死亡） 
  2003年オランダ（ H7N7 89名感染、1人死亡） 
  2004年カナダ（ H7N3 2名感染、死亡なし） 
  2007年英国（H7N2 4名感染、死亡なし） 
  2012年メキシコ（H7N3 2名感染、死亡なし）等 がある。 

参考：WHOの確認している発症者数 
は計637人(うち死亡378人) 

2013年8月29日現在 
厚生労働省健康局結核感染症課作成 

《アジア 》 
インドネシア 
人の発症者193人 
（うち死亡者161人） 
カンボジア 
人の発症者38人 
（うち死亡者29人） 
タイ 
人の発症者25人 
（うち死亡者17人） 
中国 
人の発症者45人 
（うち死亡者30人） 
パキスタン 
人の発症者3人 
（うち死亡者1人） 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ 
人の発症者7人 
（うち死亡者1人） 
ベトナム 
人の発症者125人 
（うち死亡者62人） 
ミャンマー 
人の発症者1人 
（うち死亡者0人） 
ラオス 
人の発症者2人 
（うち死亡者2人） 

《 中東 》 
ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ 
人の発症者8人 
（うち死亡者5人） 
イラク 
人の発症者3人 
（うち死亡者2人） 
エジプト 
人の発症者173人 
（うち死亡者63人） 
トルコ 
人の発症者12人 
（うち死亡者4人） 

  ：家きん等でのH5N1が認められた国 

  ：人でのH5N1発症が認められた国 

 
鳥インフルエンザ（H5N1）発生国及び人での確定症例（2003年11月以降）  
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鳥インフルエンザA(H5N1)患者の国別報告数                             

参考：WHO  http://www.who.int/influenza/human_animal_interface/Influenza_Summary_IRA_HA_interface_29Aug13.pdf 

http://www.who.int/influenza/human_animal_interface/Influenza_Summary_IRA_HA_interface_29Aug13.pdf
http://www.who.int/influenza/human_animal_interface/Influenza_Summary_IRA_HA_interface_29Aug13.pdf


Clade 2.2 

Clade 1 

Clade 2.3 

Clade 2.1 

野鳥と家禽におけるＨ５Ｎ１鳥インフルエンザ流行地域とウ
イルス系統  (2003年後半～2012年3月） 
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鳥インフルエンザA(H5N1)患者の報告とウイルスの系統 

（2013年1月-7月）                             

Bangladesh   
clade 

2.3.2.1 

Egypt   
clade 2.2.1 

China/HK         
2.3.4.2/2.3.2.

1 

Cambodia   
clade 1.1 

Indonesia  
clade 

2.1.3.2 

Viet Nam       
clade 1.1 

5 参考：ＷＨＯ http://gamapserver.who.int/mapLibrary/Files/Maps/2013_AvianInfluenza_GlobalMap_05Jul13.png 
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鳥インフルエンザA(H5N1)ワクチンの候補株（WHO)                              

参考：ＷＨＯ http://www.who.int/influenza/vaccines/virus/candidates_reagents/summary_a_h5n1_cvv_20130813.pdf 



A/Vietnam/1194
/2004 

A/Vietnam/1194/
2004 

(NIBRG-14) 
A/Vietnam/VP09-

26H/2009 
A/Vietnam/VP12

-03/2012 
A/Vietnam/CD12-

76H/2012 

Pre-serum 

Post-serum 

2% 

98% 

100% 100% 

6% 

94% 

14% 

86% 88% 
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42% 
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70% 

30% 

4% 

96% 

4% 

96% 

<40 

40≦ 

HI titer (%) 

HI test: Vietnam strain 
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ベトナム株の試験結果                             



 
2009-2012年にベトナムでヒトから分離された株に対して、 
NIBRG-14/2004 ワクチン株接種者の血清の反応性を検討

した結果、ベトナム株に対する反応性は、株により差が
あった。 
 
2004年のワクチン株：post 血清のHI価40以上→86％前後 

2009年の株: post 血清のHI価40以上→88％前後 

2012年の株: post 血清のHI価40以上→42−70％前後 
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ベトナム株の試験結果のまとめ                             



Pre-serum 
NIHRD11771/ 
2011 

NIHRD11931/ 
2011 

NIHRD12379/ 
2012 

Post-serum 

4% 2% 

100% 96% 98% 

30% 
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24% 

76% 
60% 

40% 

Ind5/2005 Ind5RG2/2005 

100% 100% 
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84% 

16% 

<40 
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HI titer (%) 

HI test: Indonesia strain 
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インドネシア株の試験結果                             



 

2011-2012年にインドネシアでヒトから分離された株に対し
て、IBCDC-RG2/2005 ワクチン株接種者の血清の反応性を

検討した結果、インドネシア株に対する反応性は、株によ
り差があった。 
 
2005年のワクチン株：post 血清のHI価40以上→80％前後 

2011年の株: post 血清のHI価40以上→30％前後 

2012年の株: post 血清のHI価40以上→60％前後 
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インドネシア株の試験結果のまとめ                             



• ベトナム株・インドネシア株を約1,000万人分 
 
• ベトナム株(Clade1系)は、既存株
（A/Vietnam/1194/2004）を使用する。 

 
• インドネシア株(Clade2.1系)は、既存株
（A/Indonesia/5/2005）を使用する。 
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平成25年度のプレパンデミックワクチン備蓄株                             


